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日本産樹木新報知(1 ) 

Yasaka HAYASHI: Notes on Japanese trees. (1 ) 

農林技官 林 ?闇 島民
71、

日本はI市3苛托百昆引v北It に刺削l長く気候温暖で

でで、ある樹オ木〈の趨類もゴ升非!ド宅常 iに乙多い。 今日迄にその樹木のう元t、唆妻類買も精精‘細を極め， もう日本 iこは新種，

変種はほとんどあるまいと }(Ø\われる程である。然しまだ余り植物学者並にtù物Ji2~表者が足を踏

み入れたととのない深山幽谷もあり p 叉多くの保集者aが出入する山野でも案外見落しというと

とあにまだぽっぽ、つ未記載の新しい航物が見Ifl，される。筆者は 20 '1'1三余り山 n与を歩き廻り植

物分類地理の研究を続けている。誌rrii者氏のすすめもあり p ととに気付いたがf種フ変種を記載

発表する弐却である。今後も機会を得てとの発支を続けて行きたいとjι う。林学界，植物学界

等にいささかで、も貢献が出来たら幸いと，U う。

ととに理解ある手jJ援助と御教示を得た林業試験場長農学博士大政正隆氏，保護部長今関六也

氏，士吉林部長石川他国E氏，告林部育種干;1長栗田副j氏，直接種々御懇篤なる御教理を賜った国立

科学博物館植物課理学博士大井共三郎氏，同館|司課奥山春季氏，その他i也接間接に種々御支援

を得た各位にるらためて深甚なる謝意を表する。

1. コマガタケシラベ(新称)

Abies Veitch� L�ndley var. k()magatakensis Hayashi, var. nov. 

Strobi1us cy1indricu8 2.4~4.0 cm longus 1.5~2.0 cm latus, colore “ Deep mouse 

Gray" usqu巴“Li~ht Grape Green". Squama lunulata 4~7 mm  longa 6~12 mm 

lata, Bractea valde exserta reflexa, obovoidea obcuneata serratidentata 7 ~ 12 mm  

longa 5~6 mm  Iata. 

Nom. ]ap. Komagatake-Shirabe (nov.) 

Hab. in Hondo, prov. Shinano; Mt. Koma. (Kinji-Hachiya, et Noboruｭ

Karizumi, Aug. 30フ 1952; typus in Herb. Gov. For. Exp. Sta.) 

常緑針葉喬木 1 年生殺ーには掲色の密軟綿毛を生やる o ~廷は和ií~71ヲ，先端jは棋凹:ìl予又は故')1ヲ，

;I.~1j'!Iは漸尖して吹盤状をなして校条に附着する。上面は濃緑色，下面にー;援がありラその左右に

一条づつの白色気孔鵠;市がある。長さ1.5~ 1. 8 糎p 幅は 2 粍内外，樹脂道は 21同，両側の345

肉に佼している。毛主呆は円上主形p 無担で長さ 2.4~4.0 糎，幅は 1. 5~2.0 糎あり p 設栂1}，ミ色乃

至淡黄緑色をなす。種鱗はーI~.部は"j土円形で， VJ頭， '同部は棟形で、~{i く長さ梗と共に 4~7 粍，陥

6~12 粍，外部に露出する部分はi段位友色乃至淡黄色，他は黄掲色で多少紫色乃至緑色を帯び、

ている。
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;也鱗は {flJl'i/l:[犬悦71ヲ貨制色で jt; liìr;'j部緑紫色を帯びJ二)jの縁部i乙微なこ歯があり上端l主柏々 31技し

Ij I ij)J の均jは *111 <銑〈尖り長さ 7~12 粍，幅 5~6 粍許である。 也[i~}J'fは紐腕より長〈種f.@.~の合

せ目上り悲しく起Il} し外側に反転して先立llJjは下向する。種子は仔lj.0/l状棋形持制色をなし長さ G

~7 1'[，幅 3 粍許.1号は十Ii附 6 托許 p縦問"1;立い部分 2 粍，:長い i'f1í3 ft:あり極子のほ 1;[/[三分で遣うる。

産地 長野県上(;)1)JI5Ji日美手|件、j"i)j{リケ岳(昨尼 p 苅住J京集)

昭和 1 27 :;1三 8 ):J 30 I1 rr斐駒ヶ岳の海抜大J-L 2400 米附近で試験場浩林 f;[í 在却j の峠民政

二， ヨlj性幹の両氏が発見搾集して来たもので， 両氏の活によると胸1\:)直笹山~15cm，樹高

7~10m 位のものが数本あったとの事である。との植物は141極シラペに比較して茎葉等には大

した.{:f-I泣-は記、められないが，也;{UJ'~ ノj 、'1 1ラで(とれは "1'-や気象状態等によっても iil遣があるので

決定的のものではないが)且つ自民の色がシラベの先制色乃至11\1'背紫色を呈するに比しとれば

濃枚方て色乃五淡貰緑色をなしシラペとアヲシラぺ (var. olivacea Shirasawa) の r[~nlJ的色彩

をなしている。百1]して一得顕著な4、n;;zは也:舶がH[i.Q，~，\J:り長く ， T'ITU9;;;の合せ目より悲しく起1[1，し

外側に反転して先端が下，，'，]しているととである。(少しく官鱗の担1['，しているのは時々見掛け

るが)との状態は「度北海道，神木市~~I)~与に白生しているアオトドマツ (Abies Sachalinensis 

Fr. Schmidt var. Mayriana Miyabe et Kudo) に非常に上〈似ていス。学名，手11名共発見

地駒ヶ ñ_;，の名をとったものである。

2_ ツノミノ乙ノキ(新称)

Chamaecyparis obtusa EncIl. var. Takeuch� Hayashi , var. nov. 

Fo1ia squamiformia decus~ata ， sh'obili 0.7~1 cm 1ati atrofusci , squamae 9、
10, facie m巴dio pu日cto e1evato sursum aculeato-incurvo trian_gulato・acicu1iform;

usque ad 1~3mm 10ngo instructae, mediae 1~2 cum 2 connexis elollgato-Ll-
an雪ulares， re1iquiae 5-6・gonae ， semin2. ovato-elIiptica 2~3 mm  10nga utrinqu己
a1ata. 
Nom. Jap. Tsunomi-no-Hinoki (nov.) 
Hab. in Hondo. Prov_ Shinano; Yogawa in Kiso. (Yasaka Hayashi, Oct. 22, 
1951; typus in Herb. Gov. For. Exp. Sta.) 

常緑引当EfE木"提は緑色をなし小鱗iIつ[犬にして交lt対生し，上回ドf1'rÎにü，;:する葉は短くして広

卯状;角形，左 {i側に位するものは鍬身状!1}形をしている。 下f1'i Î の'JlliIlfJ業縁に僅かに白蝋粉が

見られる。撞来は径 0.7~1. 0 糎p 黒褐色p 極構は 9~10 個， 中央 1 個乃至 2{同及びこれに

接する左右 2 個はその端面がほぽ長方形，その他のものは五角形又は六角形で，中心の瞬点上

方に延び、曲り三角状館形をなし， 鈎状をなしその長さ 1~3 粍あり， 全体の型がコンペイト

状を主主している。種子は卵状楕円形 2<3 粍，左右に却がある。

産地長野県西筑摩郡読書村与川(筆者持集)

昭和 26 年秋長野営林局管内 i乙出張の節，局造林課勤務の竹内技官から長野県西筑摩郡読書

村与川の民有林lてヒノキの芭果のコンペイト状に角のあるものがあるが何という種類でし土う
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かとの問を受け興味を持ったが，その時は都合で帰京，日を置いて 10 n下 ilJ与川に現物を見

に行った。 II'，J題の木はl~~ミの裏山にあれ胸高直径 20 純p 樹高 13~14 米許りのものが 2 本

ありよく観察11 '，来た。との産頬の最大;の特徴は・岱巣の桝点に著しい突起があるととで，一見コ

ンペイト菓子-を組依される。叉成熟時の'1Ji:4!の色が足柄色で普通のヒノキより色が浪い。その

タト.~は繋く 11'，てヂーさやわりに竪味あり，~裏のy~手当'!の白色気孔~Jí同王子日jい。樹IlJL共の他では外見

的には特に異点l土 i認められなかった。所有者の話によるととの外民有林にはヒノキの全本数の

1 割位はあろうとJι う。国有林には少いが点々r:ì生がある。とれは柿:子を採集乾燥する時ふる

いに・店果の角がかかり残るので、以前から地元の人は[コンペイトヒノキ」と称していたとのYJj:

である。そしてとの型の冊子発芽率は普通の丸型・芭果のものより低いそうである。私も今春探

極したが余り多く発芽しなかった。現地に丸、角両型の同時に発芽し， 20~30 年経過したもの

が数本あったが向型ー由民のものの方が肥大並上長両成長共非常によかった。との地以外のもの

でも持活の丸型のものより成長は非常によいとの事で、るった。又村は丸型往来の材より示r:色:q::

が強いそうである。葉の内部構也では顕著な変異は認められなかった。 初めて私にとの杭物

のあるととを指示された竹内氏をi記念し学名を Takeuchii とした。地元人がコンペイトヒノキ

と称しているが手11名としては一寸突飛すぎるので珪県に符しい角のあるととを表現する立l味で

ツノミノヒノキとした。との角のあるなしの関係はアスナロとヒノキアスナロに似ている。

今夏林業試験場の柳沢技官は長野県北安法1r日高瀬川流域で， 1戸1林業試験場lli林部の虫干岸;技官

は:長野県西筑摩郡王滝村"1川で、持集された(非常に長い角がtHている。)王滝方而ではこの他

の地でも点々見掛けるという。

3. サ)(..クラハンノキ(新称)

Aln:ls hakkode::1sis Hayashi , sp. nov. 

Frutices ca. 3 m. a1ti, ramuli ciner..:i , folia alterna decidua textu crassiuscula 

petiolata rotundat�'. 1.5~4.0 cm 10口6a 2.5~4.5 cm 1ata, apice emarginata, basi 

cordata, margin色 irregulariter dentata , subtus palIide viridia et e41utinosa , ad 

axilIas nervorum parce brunneo・pilosa ， nervis latera1ibus paucis (4・5-ju~is) ，

n巴rvu日s irregulariter reticu1atis , strobili 3 ~5 ， ob1ongo・ovati 10ng己 pedunculati 1.2 

~1.5 cm longi 8~10 mm  1ati (paullo minores quam forma typica) , squamae 

cuneatae, nucu1ae obovatae membranaceo-alatae. 

Nom. ]ap. Sarukura-Hannoki (nov.) 

Hab. in Hondo. Prov. Mutm; Mt. Hakkoda. (Yasaka Hayashi, Aug. 7. 1951 , 

typus in HcTb. Gov. For. Exp. Sta.) 

落葉濯木，高さ 3 米許，小枝茨色，葉!土互生で葉柄を有し，円形，凹頭をなし底部心臓形p

葉縁には不斉歯牙があり，長さ1.5~4.0 糎，巾 2.5~4.5 糎許である。葉質柏厚 c 表商店

滑沢葉下回続白色粘質は無い。服肢に僅かに抱色髪毛があり，側服少〈僅かに 4~5 対，主布利制机[1川汎川H札附1)目H

は不斉ノづj慌網j打叩ìllμi4; をなしている。果果;珪は長桔円状邸形をなしP 長梗 3-..5 佃づっ，長さ1.2~ 1. 5
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秒Jl，巾 O.8~ 1. 0 糎にして比較的小JI丸果鱗i;~形，ノj 、竪県は倒.lj(J'IJ:;にし .c膜質の却がある。

産地青森県八甲 EU 山猿合(筆;ßí咋集)

H百和 26 年 8 月 7 11 青森県八rr岡山中の~~~fT温泉上り亦fr-耐と向う注中，筆者が発見採集し

たもので数本あった。 ミヤマハンノキに比し葉l土円形で[1~ l)J1 をなしp 葉下面粘質なし小形で

側脈少し制服は不斉小網Ilr~ をなしている。来珪もミヤマハンノキの』居手型のものよりはるか

にノト形である。一見したととろではミヤマハンノキの感じはほとんどない。手Jl名サルクラハン

ノキは採集地八甲r:H~lj の浪合を記念してつけたもので「扶合ハンノキ Jrp意である。:mjl古から

見れば或はヤハズミヤハンノキ又はマルパミヤマハンノキの方が適切な名前かもう、11れない。

4. ~メサワタパ(新称)

Carpinus erosa Blume var. microcarpa Hayashi , var. nov. 

Folia altema petiolata elliptica, acuminata basi cordata, exilia duplicatoｭ

serrata, 6~9cm longa 3~5 cm lata, strobilus pendulus parvus 4~6 cm longus 1.0 

~1.5 cm latus, bracteola foliacea oodea serrata basi setasea 1.5 cm longa 5 mm 

lata. 

Nom. Jap. Hime-Sawashibα(nov.) 

Hab. in Ezo, Prov. Hiyama; Mt. Gamushi. (Yasaka-Hayashi, Aug. 8, 1952, 

typus in Herb. Gov. For. Exp. Sta.) 

茶葉喬木，葉は有杯jにして互生し楕円形，銃尖頭，心臓底をなしている。辺縁iと市111少なる草

鋸歯がるり長 6~9 粉[，腕 3---5 糎許，支脈は 20~24 対，脈上に毛茸がある。

県穏l主的を有しノj、;，f~1Íl~H乙下二重し小形長 4~6 糎， I陥 1~ 1. 5 腕許，小宮は葉状でl1IJ形鋭l.ifL

辺縁l亡鋸歯，基部に毛がある。長さ1.5 糎，幅5 粍許p ノj、竪J}~I土椅fl-J形にして長さ 2~3 粍

許である。

産地北海道槍山~Í日以沢)~附俄虫(筆者保集)

昭和 27 年 8 月 8 日北海道駒山郡厚沢部村俄虫"I 'f山で軍将が搾集したもので， 胸高直径 10

~18 糎p 樹高1O~12 ヨ!と許りのものが数本あった。

!京種サワシパより県松，ノj、芭，果実等が著しく小形で一見して区別がつく。葉の形状p 大き

さ等i亡は著しい相逮は認められない。和名ヒメサワシパは巣121p ノj、百，果実等の小さしI とと~

表したものである。

5. ハネナシヌルデ(新称)

Rhus javanica L. var. toyohashiensis Hayashi var. nov. 

Folia imparipinnata, 25~35 cm longa, rhachi omnino exalata, foliola 3-6・juga ，

lateralia oblonga, terminalia ovato・oblonga ， omnia acuminata, grosse serrata, 

basi cuneata, 5~11 cm !onga 2.5、5.0cm lata, supra dense brunneo刊lberula， subtus 

dense tomentosa, nervis lateralibus 20・32・jugis.
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Nom. Jap. Hanenashi-Nurude (nov.) 

Hab. in Hondo Prov. Mikawa; Toyohashi, (Yasaka Hayashi , Jnn. 20, 1950, 

typus in Herb. Gov. For. Exp. Sta.) 

活葉ìW，:*， :庇ーは奇数材状複葉をなし，長さ 25~35cm 許りあり， 小葉fmのノト車lht乙全く笠が

ない。小葉は竺乃五六対，長持円形，光端葉のみ卯状長持円形，鋭尖líß，底部はj合'~;llヲ長さ 5~

11 悔， rl1 2.5~5.0 が'R詐り，側服 20、 32 対，辺縁iこ粗鋸歯があり，葉j~-商蒋褐色規毛密生し.

下刊にjj:rr.相色の紋E を?所有Iする。

iff地愛知県豊橋市午JIII町

Hij革11 25 ;;r-6 n 20 日筆者が愛知県豊橋旧市外牛川町にて採集したもので農家附近の堤やメ
ダケ林内に十数本群生していた。との植物はただヌルデの小葉IUJの小軸に全く翼を欠くのみで

なく，葉!対111長く，側脈の数が 20~32 対あり非常に多いとと，ノj、葉の光端葉はよE部巾広く卯

4犬伝十f11LJ形をなすとと，主この毛がヌルデより制色l味をゐびるととが多い等の;j:fl泣がある。未だ

花や巣実を見ないので変N[ とするが，花や実が件られれば程とする価値のあるものと忠われ

る。手11名ハネナシヌルデとは小葉Il\Jの小軸に全〈実のないととによる。

6. タカネソヨゴ(新称)

Ilex senjoensis Hayashi , sp. nov. 

Fruticulus sempervirens, caules repentes et radicantes, rami ascendentes , 
folia alterna , longe petiolata, lanceolato・elliptica acuminata coriacea integra et 
paullo undulata laevia et nitida 2~8 cm longa 7 ~30 mm lata , nervis lateralibus 
7 ~ 19.jugis, inconspicuis , flores dioici albi , flores feminei in foliorum superiorum 
axi1la solitarii 3.5~4.5 cm longi , sepala petala et stamina 6, flores ma~culi 6・meri.

Nom. Jap. Takαne-Soyogo Cnov.) 
Hab. in Hondo Prov. Shinano; Mt. Senjδ. CYasaka Hayashi , Jul. 22 , 1951 , 
typus in Herb. Gov. For. Exp. Sta.) 

常緑小i桂木にして茎は地Iドを初旬し，長きものは数尺に及び，茎の各所より根を 11\す。地支

部の位上は斜上生ずる。 葉は使ttで柏々長いtl守を有し互生し， 披針状十fj円形をなし鋭尖:lîJt

鈍IA，多く全辺で波状緑をなすが時にIlIJ隔ある省財!リ鋸歯を生じ， 1n~毛市沢，長さ 2~8 ~;~IL r11 

0.7<LO 糎， ftJtlJ民は 7~19 対あり不明瞭で・ある。 雌雄異極にして花は白色，雌花は薬.j-.I)(足

iこ単li'" 長さ 3.5~4.5cm あり，募六裂，裂J l' は柏三角形， 花耕は六，広卯形，堆;l:1i:は六本

である。

産地長野県上伊那郡美和村仙丈ケ岳，海抜大凡 1900 米(筆者保集)

昭和 26 年 7 月 22 日南アルプス引I1丈ケ岳の西側より登山の節，海抜大凡 1900 米辺のコメッ

ガ，ヒメパラモミ，ヒメマツハダ， テウセンゴヨウ等の森林下に群生しているのを筆者が発

見採集したものである。ソヨゴに比し茎が地中を長〈旬旬し，その各所より根を 1:1\し，地表部

の校は糾上生し，丁度ツルシキミの様主主形態をなすとと，葉が披針状楕円形をなし細長く，時

々 11日隔ある批細鋸歯を生やるとと(徒長枝に於てとの傾向が強い)募p 花事時，雄琵共六の数な
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るとと(ソヨゴは凶の数) ，恥抜大J-L 1900 米という訂i所に生じているとと等の+w主があり日u

極と J品う。アカミノイヌツヂとソヨゴの交雑障とは，巴われない。手11名タカネソヨゴは高f副乙生

やるソヨゴの意味で、ある。

7. ウラジロクロヅル(新称)

Tripterygium Regelii Sprague et Takeda var. hypoieucl且m HaY2_shi, var. nov. 

Folia alterna petiolata ovata acuminata, basi subrotundata, 5~15 cm longa 

3 ~]2 cm lata, supra viridia laevia, subtus hypoleuca. 

Nom. ]ap. Urajiro・Kurozuru (nov.) 

Hab. in Hondo, Prov. Shimotsuke; Mt. Nasu (Yasaka-Hayashi, ]ul. 25, 1952, 

typus in Herb. Gov. For. Exp. Sta.) 

落葉輝総i桂木にして茎は赤梢色，葉は有相互生し， ßIJ形 iとして銃mL pj底，辺縁不斉鈍鮒歯

をなし，長さ 5~15 ~WL 的 3~1211'TI，葉のJ二i百ÎI土緑色1rr~'Eで下回は粉白色を呈し無毛，乾けば

作品[Htと成る。]貫生或は肢生の円錐花序をなして花時五，等五p 雄;1)F3Ï.の白色小形花を慣荒す

る。花艇は有毛，来穏につく多数の務果は淡禄色にして佐々紅染し，三 líーの大;壇を兵え凹:lî11門

店長さ 1 料1[，幅 7 粍許である。

産地栃木県郊涜JtllJ}fí須村万/í3J'!山(筆者保集)

昭和 27 年 8 月 25 日栴木県JJ/í3(ÏlHW/í須山の八幡iRlJiA間近で筆 f)'のJ来集したものにより記載

した。葉形，花実等はJ汗過のクロヅルと大差はないがp 茎が赤制色をなすとと主主主が粉白色を

なすととが原種と遣う主なる点である。との葉哀の粉白色をなすクロヅルは奥日光，級王山等

にもある。

手11名ウラジロクロヅルは葉裏のド1 いクロヅルの立味である。

8. ノコギリパノサカキ(新称)

Sakakia ochnacea Nakai var. serrata Hayashi , var. nov. 

Folia coriacea petiolata, oblongo・obovata vel lanceolata, acuminata cum 

acumine obtuso , basi acuta, obtuse serrata, laevia, 4~12 cm longa 1.5~5.0 cm lata. 

Nom. ]ap. NoJwgiriba-no-Sakaki (nov.) 

Hab. in Hond. Prov. Musashi; Megur‘ o (Yasaka Hayashi, ]un. 5, 1951; 

typus in Herb. Gov. For. Exp. Sta.) 

常緑大地木，葉は革貨にして有柄p 長持円状倒ßjJ形或J土披釘7FJ，鋭尖頭， 鈍端， 鏡脚をな

し葉禄に金協i歯を有しi丹沢p 長さ 4~12 糎p 巾1.5~5.0 糎許である。

産地東京都目黒区，林;転式験場内(筆者味集)

林業試験場内に古くから植栽されているカナダツガ，ヒマラヤシーダーの森林下に植栽され

ているサカキ及びヒサカキの樹叢の巾に樹高 4米許の木が 1 本ある。原種サカキの葉が全辺で

あるのによじし本樹は全2廷に会世居歯のあるととがt::なる相違点で，他はほとんど遣わない。和名

ノコギすパノサカキは銘ー歯のあるサカキの意味である。
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9. ケキブジ(新称)

Stachyurus praecox Sleb. et Zucc. var. leucotrichus Hayashi, var. nov. 

Folia alterna petiolata ovata v巴1 elliptica, caudato-acuminata , basi wbrotunｭ

data , irregulariter serrulata , textu tenuia, penninervia, supra in nervis hirsuta , 

subtus in nervis petioloque pilis albidis crispulis dense obsita, fructus globosi 

polyspermi. 

Nom. Jap. Ke-Kibushi (nov.) 

Hav. in Hondo. Prov. Mutsu; Mt. Ohata. (Yasaka Hayashi, Aug. 22, 1946; 
十ypus in Herb. Gov. For. Exp. Sta.) 

落葉小ìWi木， '~I士有制， 五生， 卵子|手或は杓fI1形にして尾状銑尖j}Jt 鈍/う至初円仰をな

し，不斉京111知歯があり，葉氏柏々~jJ;í:< M状主主脈を呈する。葉表面加え1-.1乙は組 Eがあり，葉柄上

及び葉下前jfl民f二にはド1色の紺iおii毛を終生する。附L推異杭，Iltffi木につく果実は球形にして果 rl' に

多くの種子を賊する。

産地青森県下北郡大知1111]" (著者'4京生一)

H行革11 22 "r 8 )J 22 f-1，青森県下北郡大知1111[， )(inJヒパ実験林内のヒパ(ヒノキアスナロ)

林下で筆符が発見採集したもので，葉去商脈上i叫11毛あり p 葉柄J-'.及び実ー下耐l民1-.に (1色の新i

おil毛を密生するととがキプシ(キプシは全株1n~毛)と異る。 下北小島方面[のキプシは私の見た

範凶内では背との様に有毛のものである。又私はとれi亡近い型のものを北海道栴山部俄虫及び、

山形，新潟の両県下でも採集した。手11 1'1 ケキプシは毛のあるキプシの立|床で、ある。

10. ベニバナミネズハウ(新稽)

Loiseleuria procumbens Desv. form. rubra Hayashi , form. nov. 

Folia late-linearia 4~7 mm  longa 2~3 mm  lata , f10res praesertim calyces 

rubri quinquefidi. 

Nom. Jap. Benibana・Minezuhou (nov.) 

Hab. in Ezo , Prov. Ishikari; Mt. Taisetsu (Yasaka Hayashl, Aug. ]5, 1952, 

typus in Herb. Gov. For. Exp. Sta.) 

常緑伝j臥の;綾少iW~;札 2廷は符生対生して組めて煩い葉析を具え，葉は広おlUI;にして長さ 4~

7 粍， l'百 2~3 粍ri'fである。尊，花梅及び花冠は紅色にして上向し，広}.ÏìE形，五尖裂，裂)-ìーは

聞出して足状を呈している。

産地北海進上川郡上川村大雪山(筆者持集)

昭和 27 年 8 月 ]5 日北海道大雪山支の向雲需の沢で筆者の採集したものでp 原種ミネズハ

ウに比し，葉が柏々短く且つ幅広く琴，花梗，特l亡花冠があざやかな紅色をなすものである。

ミネズハウでも時に淡紅色を帯びるものは見るととがあるがp との捷に白味を全く帯びない

紅色のものは未だ見たととがない。

ぺュパナミネス、ハウは紅:1Ëのミネズハウの意味である。
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コマガタケシラベ

Abies Veitchii Lindley 

var. komagatakensis Hayashi 

ヅノミノヒノキ

Chamaecyparis obtusa Endl. 

var. Takeuchii Hayashi. 

ツノミノヒノキ(向左)とヒノキ(向右)

Chamaecyparis obtusa Endl 

var. Takeuchii Hayashi. 

Chamaecyparis obtusa Endl. 
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サノL クヲノ、ンノキ

Alnus hakko3ensis Hョyぉhi

ハネナシヌルデ

Rhus javanica L. 

var. toyohashiensis Hayashi 

ヒメサワシノξ

Carpinus erosa Blume 

var. microcarpa Hayashi 

タカネゾヨプ

Ilex senjoensis Hayashi 
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